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１ はじめに 

体験活動には，豊かな人間性や生きる力の 

基盤，子どもの成長の糧としての役割が期待

されており，「直接体験」のほか，インターネ 

ットやテレビ等を介して感覚的に学びとる

「間接体験」，シミュレーションや模型等を通

じて模擬的に学ぶ「擬似体験」がある（文部

科学省 2008）。クモ毒に関しては，体験活動

のうちの「疑似体験」に相当するバーチャル・

リアリティ（VR）教材として活用された教育

実践事例が知られている（Bibic et al. 2019）。 

２ 希少なワスレナグモとその毒素の発見 

ワスレナグモは準絶滅危惧種に選定されて 

いる希少なクモであり（環境省 2020），どこ

にでもいるというクモではない（加村 1991）。 
最近になって，ワスレナグモの毒素に関す 

る研究が報告された。その毒素の中には，既

知のクモ毒素には見られないユニークなもの

が複数見出されている（Han et al. 2021）。 

ワスレナグモの毒素の研究のハイライト 
・毒腺から，25 種類の神経毒前駆体が発見さ

れた。 
・神経毒に含まれる少数のシステインは単純

な配列をしている。 
・毒腺では少数の神経毒遺伝子が高頻度で発 

現していた。 

こうした内容を間接体験的に学習した後に，

実際に準絶滅危惧種であるワスレナグモを探

し，その生息環境を保全するなどの活動ができ

れば，これは環境教育や探究などの「直接体験」

の一つとして，有意義なものとなるだろう。 

３ 今後の課題 
一方で，ワスレナグモの生息調査などの直

接体験に必要となる準備や，実施のための体

制を整えることには，大きな困難が伴うこと

も予想される。そこで，例えば大学の教員養

成課程やサークル活動などで具体的に試行し，

その結果をフィードバックすることを通じて

探究を深めていくことが，今後の課題である。 
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